
児童 保護者 協働 職員 委員

1 3.5 4.0 3.5 3.0 3.4

2 4.0 4.0 3.7 3.0 3.7

3 3.5 4.0 3.8 3.0 3.3

4 4.0 4.0 3.2 3.0 3.6

5 4.0 4.0 3.5 3.0 3.6

6 4.0 4.0 3.8 4.0 3.9

7 3.0 3.5 3.6 3.0 3.2

8 4.0 4.0 3.5 4.0 3.6

9 4.0 3.5 3.8 4.0 3.8

10 4.0 4.0 3.8 4.0 3.9

11 3.5 3.5 3.8 3.0 3.8

12 3.5 4.0 3.8 4.0 3.9

○　不審者対応訓練や地震・津波の避難訓練を実施した。また、指定

避難所の「いのちの杜」へ行き、経路や建物の確認を行った。

●　命を大切にする性教育は、学期１回ずつの実施であるが、２学期は

未実施なので３学期に行う。

☆　３学期には、地域の消防団の協力を得て火

災の避難訓練を実施することができた。

☆　性教育授業は年度内に確実に実施し、命

の大切さを学ぶ機会を確保する。

☆　生活アンケートや教育相談を継続する。

☆　心の教育に関する校内掲示を充実させて

いく。

○　毎週のグラウンドゴルフや苗植え等のふれあい活動は、地域を調べ

る学習にもつながり、地域への感謝の気持ちを高めることができた。

○　地域探検や海岸・神社清掃等の活動は、地域の良さを知り、地域

を大切にする心の育成につながっている。

☆　地域の方とのふれあい活動を継続し、地域

学習をさらによりよいものに高めていくように工

夫や改善を図っていく。

○ 給食後の歯磨きや毎週火曜日のフッ化物洗口を実施している。児

童の虫歯はゼロである。

○　メディアコントロール週間として、メディア使用時間や寝る時刻など

を決めて家庭と連携した取組を実施した。

☆　今後も歯磨きやメディア使用時間、寝る時

刻等について、取組週間を設定し家庭と連携し

て実施し、意識の向上を図る。
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自ら考え行動する態度の育成
（気持ちのよい挨拶、丁寧な言葉遣い、学校をよ
りよくする取組）

互いに認め合う確かな人間関係づくり
（教育相談、自分に自信をもって行動、自己肯定
感）

地域を愛する心の育成
（ふれあい活動や栽培活動、地域の自然や文化
を知る）

家庭と連携した基本的な生活習慣の定着
（歯磨き指導、ゲーム・ネットの利用時間厳守）
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命を大切にする教育活動の充実
（命を大切にする授業、定期的な避難訓練）

健康な体づくりと体力の向上
（昼休みや元気タイムの外遊び、食育の推奨）

社会教育課の「はらはら わくわく ふるさと体験
隊」への参加
（はらはらわくわく体験隊の活動、一緒に活動す
る友だちとの交流）

地域への情報発信
（学校だよりの発行、ホームページの更新、地域
学校協働活動推進員との連携）

○　子ども達への挨拶指導は、よくできていると思います。

○　登校時、車で横を通るときでさえ振り返って元気に挨拶をしてくれる。

また、どんなときでも主体的に取り組んですばらしいと思う。地域を愛して

くれてるなと感じる。

●　学校と校外の差はかなり感じます。いろいろなことを自然にできるよう

になることを願っています。生徒が少ないこともあり、先生との会話を聞い

ていて、もう少し尊敬語を使ってほしいです。

○　授業でタブレットを使用することについて、自宅ではスマホ、ゲーム等

失敗してもよいから、自分で考え行動することを恐れないでほしい。「失

敗」は「経験」という宝物だから。

○　避難訓練時に真剣に取り組み専門家の話もしっかりきいていてすばら

しかった。また、先生方と協力して野菜を育て、それを上手に調理して地域

の人にふるまってくれ、とてもいいふれあいの場にもなった。

●　（問）７の評価が全体的に低いのがちょっと気になります。分かってい

るのならできるのではないでしょうか。次はきっと（評価が）４になれると思

います。

令和6年度　延岡市立熊野江小学校　学校関係者評価書

主体的な学習態度の育成
（自分の言葉でまとめや振り返り、発表、ＩＣＴ活用）

根拠を示し、説明する授業の工夫
（自分の考えを相手に伝え表現する、新聞投稿）

基礎的基本的な学習内容の定着
（学びの定着や習熟、詩や文章の暗唱）

学

力

の

向

上

成果と課題 改善策
評価

観点 評 価 項 目（手立て・ゴールイメージ）

○　挨拶を相手より先に行う意識が定着し、本校職員だけでなく、身近

な方々へも進んで挨拶できている。

●　週１回実施しているグラウンドゴルフの計画や進行を児童が自主

的にできるようにしたい。 ☆　グラウンドゴルフの計画や進行を児童に任

せ、児童が自主的に活動する手立てを講じるよ

うにする。

○　毎月の生活アンケートや教育相談により児童の近況を把握し、人

間関係づくりのサポートができた。

○　お互いの良さをカードに書いて伝え合う取組は、児童を励まし自己

肯定感を高めるのに役立った。

        ４段階評価　　　「４」 ： 期待を上回る　　　「３」 ： ほぼ期待通り　　　「２」  ：  やや期待を下回る　　　「１」  ：  改善を要する

総合

評価

3.5

3.7

3.5

3.8

学校運営協議会委員
意　　見

中学校や地域と連携した活動の工夫
（運動会、海岸清掃、グラウンドゴルフ、避難訓練
等、近隣学校との集合学習、交流学習の充実）

○　ICTを授業にとり入れ実際に使い活動していることはすばらしいと思

います。

○　子ども達が自分専用のタブレットをもち、タブレットを使いたいときに使

える環境があるので、上手に活用し、学力向上につながっていると思う。

●　ICTを使うと調べたことがいっぺんに目の前に出てくるというのはあり

がたいことだが、辞書を使い一つ一つ調べてでも解いていくことも創造性

を豊かにする上では大切かと思います。子ども達の発表が立派すぎてつ

まらないと感じることがありました。

○　中学校と連携した活動をしていくことはとても大事なことだと思いま

す。小学生では中学生になったときに中学生としての学力がついているこ

とが大事だと思います。そのためにも中学校との活動や行事は大事だと

思います。

○　小さな学校では、「はらはらわくわくふるさと体験隊」への参加は集団

活動の体験ができるし、いろいろな人的交流ができるし、それによってたく

さんの友だちができることがとてもよい経験だと思います。すばらしいこと

だと思います。今後とも子ども達のために頑張ってください。また、保護者

からの評価が高いことはすばらしいことだと思います。

○　学校だよりや放課後子ども教室を通じて、子ども達の活動をよく知るこ

とができありがたいです。

○　学校が地域の実態をよく知っていただき、地域が生きる様々な取組を

してくださっているので、心から感謝しています。ありがとうございます。地

域の人の名前を知ってくださってるのも嬉しいことです。

●　疑問点として、（学校だより等で知る子ども達の活動について）これは

子ども達が主体的に取り組みたくてやっているのだろうか、と考えさせられ

るところもありますが、子ども達の自主的な活動であることを願っていま

す。

○  児童が学習問題を把握しめあてを立てたり、学習を振り返り、自分

なりにまとめたりすることもできるようになってきた。

●　ICTの効果的な活用が進んだが、タイピングスキルの向上が課題

である。

☆　授業でフォームポジションを意識したタイピ

ング練習を取り入れ、ICT活用力をさらに高め

る。

○　熊野江地区の調べ学習では、課題を立て調査し、内容をまとめるこ

とができた。それをふるさと祭りの舞台で発表することができ、児童の

自信につながった。

●　行事後に作文を書く機会は増えたが、新聞投稿をするまでに至ら

なかった。

☆　新聞投稿を計画的に行い、文章の推敲の

時間も設定する。児童自身が推敲できるように

指導を工夫する。

○　始業前の朝の学習時間に、児童の苦手分野の復習問題に取り組

むことで、理解が少しずつ高まってきている。算数は基礎から発展問題

へと取り組ませることができた。

〇　毎月、詩や文章の暗唱に取組み、ふるさと祭りの舞台でその成果を

発表することができた。

☆　１月に実施した学力検査の結果から得点

率が低い分野について、再度復習を行い、理解

を深めるようにする。

☆　毎月の暗唱の取組も継続して実施する。

○　毎月の学校だより発行やホームページでの児童の取組の様子など

の発信を定期的に行った。

○　学校運営協議会で熟議を行い、子ども達のために学校と地域で一

緒に行えることについて話し合うことができた。

●　地域との行事後の意見回収が十分ではなく、地域の声を反映する

仕組みが構築できていない。

☆　学校だよりやホームページへの掲載を今後

も継続し、ホームページの閲覧を増やす取組を

行っていく。

☆　地域の意見を取り入れることを地域学校協

働活動推進員と連携して進めていく。

○　週１回の朝の運動や昼休みの時間には、持久走やなわとび、ボー

ル運動など様々な種目に取り組んで運動に親しむことができた。

○　畑で収穫した野菜を調理したり、それを地域の方に振る舞ったりし

て、野菜栽培の楽しさや調理する楽しさを味わうことができた。

☆　少人数で楽しむ運動の工夫が必要である。

☆　野菜の栽培について、児童が自主的に取り

組むような活動に高めていきたい。

○　中学校や地域と連携した行事・活動を計画通り実施することがで

き、充実した活動となった。

○　浦城小、港小、島野浦学園との校外学習や集合学習を各校と連携

して実施し、多くの友だちと交流することでき有意義だった。

○　三川内小学校と合同の水泳学習では、一緒に練習することで泳ぎ

が上達した。

☆　児童数が減るので、目的や活動内容を見

直し、児童に合った効果的な取組を考えていく。

○　「はらはらわくわくふるさと体験隊」では、自ら班長、副班長になっ

て、その役割を意識した取組が見られた。

○　班の友だちと仲良く話したり、下級生に優しく接したりすることがで

きた。

☆　「はらはらわくわくふるさと体験隊」の活動

に２年間参加して、地域での様々な体験活動と

ともに集団での学びを経験することができた。

次年度の参加については、検討する。

【学校経営ビジョン】

○地域の自然・文化・人に学び、豊かな心を育む ○自ら課題に向かい、自分の考えを表現する力を育む ○自他の幸せのために行動する力を育む


